
みんなで目指そう！洞爺湖町の脱炭素社会

第３回のテーマは「脱炭素へ向けて一人ひとりができること」
「ゼロカーボンアクション３０」です！！

地球温暖化は、気候変動を引き起こし、氷河の融解や海面水位の

上昇、洪水や干ばつ、陸上や海乗せ生態系への影響、食料生産や健

康など人間への影響を及ぼす全世界共通の課題です。

この課題を解決するため、日本では脱炭素社会の実現、すなわち

2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする「205

0年カーボンニュートラル」を目指すこととしており、洞爺湖町も

同様に「ゼロカーボンシティ」へ挑戦することを令和５年１月に表

明しました。

環境省のCOOL CHOICEウェブサイトによると、衣・食・住・移

動など、私たちが普段の生活の中で消費する製品・サービスのライフ

サイクル(製造、流通、使用、廃棄等の各段階)において生ずる温室効

果ガスが、我が国の二酸化炭素排出量の約６割を占めています。

また、全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイトによると、

家庭からの二酸化炭素排出量の用途別内訳は、「照明・家電製品など

から」が３２．１％と最も多く、次いで「自動車から」が２４．３％、

「暖房から」が１５．６％、「給湯から」が１４．５％となっています。

私たちが生活の中でちょっとした工夫をしながら、無駄をなくし、

環境負荷の低い製品・サービスを選択することで、こうしたライフス

タイルに起因する二酸化炭素削減に大きく貢献することができます。

環境省では、日常生活における脱炭素行動と暮らしにおけるメリッ

トを「ゼロカーボンアクション３０ 」

として整理しています。

地球環境の未来を守るため、できる

ところから取り組んでみましょう！

次号に続く！ 次回のテーマは、「家庭でできる地球温暖化対策」についてです。

VOL.３ 産業振興課ゼロカーボン推進係（☎７４－３００５）


